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- 】･･-羊歯枝物門 (Pteridophyta)及 び横手植物門 ′

ー(Sperm atophyta)に嘩す卑植物を173科 658属にわ t

b ~たり種数1337及び品種数43を採集し,ショウ_ジヨサ

ーバェ (DrosobhilahydeiSTURTEVやT)3齢幼虫､10

四を用いて殺虫試陵を行い､その殺虫性を枚した.,1
2･ その冶果第一表に掲げるように,ある程度殺虫 ~

性ある縫物:107種及耳4品種を得た〇 ､ ､

31 払物分掛 こよって之をみるに,ウマノアシガタ【･

.料 (Ral'L'nCfLZaceae),-ネギ科 (AIEiaccae)に尻する植

物の掛 儲 虫性が目立ち,叉 タデ科 (Polygon&'cae),

イネ科くくLToacZ_ae)-あ植物た著し(/疲虫産め水 ･こ:と

や;珪日加 Lる｡

4.~歳tBに記載されたごとがなくこの試陵で著しt､～

殺虫性を示す柾蜘 こは,イ女ザクラ(丹unusBurergeri-ヽヽ

allalMIQUFL),クサフヂ (Viciac'actaLtNNAEUS)

..."ーカタク.)(E,yLhro"ibm)'apohnl'cuwLDECAISNE)等が ､

ある｡● ､
＼

一本研究は光束大学捲染病研究所長谷川秀治教授を-*-
_心とする柾物成釧 こ園する鹿野な痢 研究の-琴をな.'-

ナものであってr.御指導御援助を頂いた長谷川秀治教 T'

-授及び同研究所第二研究部西川軌 ､田辺俊両氏叉放物

の校名同定をして頂き跡 こ植物採姐 こ御協力を得た拾

山雌三代に探謝する｡
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･一Alargel-scale_scteenlngtestsfirtheinsetticidal
･-action.> eremadc◆on1380spe9iesLやd.桓ふS(173
fimilics,658geher?)ofplantscollectedbyus

frムmTokyodistrict,Japan･Tenoftheyもirldlinstar .､.-･■_ ∫●'-ヽ･~
larvaeofDrosoL'hl'lahydelSTUB顎yANTw.ereuSed ト

a苧teSt･insectsineachexperlPent･‡Plantswhich )
,showedlmorc-､than-75% mortality′irIBltimes

dilutedwatere'mulsioLl,Within48hour_;'arelistcd / 一一

illtableI･.107Speciesshowedpositive_resdlts･･Of

variousfaふiliescollected,RlmLnCutaCeae.andAL･～ -qノ′r
liaceaeincludedarem arkablenumber.of.hsecti.

cidalplant'S･whilePolygonaceaeand-Poacea:econ: .

tainedonliよfew8pC9iesofth占'atLtiveonei:prunu,

Buergen'anaMIQUEL,Vicl'a-αacca′LINNAEUSand

IEryLhyonlumJaL,OnlLcILmDECAISNEwer亡thèpositive

insecticidalSpecie;女hichhad neverbccn.repo/rtedlLJ) .ヽメ
b声for早.
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On'theTodcityof●･DDTpowdertitheAatLltoftheCo'mmo血EotlSefly(Muscaldbm'est,'cal
L･),WithSpecial-keferen-cetothdComparisonoE.th-i-To主i9ity EStimatd B,iologicaly'

withtheL･,L･'-DDT･ContentDeterminedby the.Dehyかqcblorinationnletho丘･即tLaieS

on.theBiological-Assayof.Insecticides･ⅠⅩ･一 _.SumioNAGASAWA_andTakeTIO!dkcTA-

KANO (Prof･TakeiLaboratory'Institu,tefo-rp･Che.micalRe.search,KyotoU.niv-ersi_ty:･Takatsuki.

ohsaka)ReceivedFeb･15,1?ioIBotyu-KagahulS,46,19301930(Wit岬 nglishResume'p旗ニ53.)I
).:J♪'_

･ 1 ､＼ '1', .I
～8.DDT粉剤のイエpは 成島にたいする毒性について,と(比況塩酸またよる9,9'-DDT･虎JL措

集との比較｡殺晶刑の生物群坊にかんする研究｡欝ⅠⅩ報

一 長沢純夫_･高野武之助 ー(京都大学化学研究所武居研究室)25:2.1-)受理. ■●
/

1･早 宮 - うとして･実数を計回し･施行したものである｡牧山

この研究は DDpT 粉剤の有効度を性 物学的に定足 剤のひとつの依田形態として近年粉剤の利ff7研兜は'

するための方法を見出す目的と, さきに高野 順 凹 / いちぢ･aしい進歩を見たが,これl=_ともなってこれら

(1949)によって轟義半られた, 股塩酸の方法による･:･の生物試験法にふんナる研究も･_また多′くの人々によ ●

3',L''-DDTーの定立結果がこれと一致するか否かをしろ つて返行されて･いる｡･̀古くは Campbell皮 Filmer1
46■
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(1929)によって始められた S8ndwic'hmcthodかち

⊥Bulger(1932,1033.1937), G8rnitz(1933)等をへ'

｣で･滋近の S､vingle･PhillipS良Gahan,(1941),Di-
cter,James,Wilson皮 Durtdick(1944),Turner,

(1糾3)の方法にいたるまで. おびただしい掛 このぼ

っており,本文においてのべる拭扱法もまたこれにつ′
けくわえるべき一方法にすぎない｡これには特別斬研

なここらみもはどこ′されてし､ないが,盤冠と操作ゐ簡

mなことと,これ仁より比較的正砥なる宍扱結果がえ

られることによーり;推奨してよい方法とかんb''.えられ

たので,ここに小文を奄するとと-Ltした｡

､ 本文にはいるにさきだち,本研死のi瑚6･をあたえら

I.'れ,かつ御意柁なる抑 旨導と,御援助をた享わった大

野稔博士に佼益の謝意を表するものである｡なお喧々

の御助言を大沢済理学士より掛 ､た｡また実陵o'助力

は音信翠城に,数値ゐ計罪は井上屯手放の-ji力に負っ

ている,鍔申して感謝云意を衰する表毎である｡本 鞘

/ 兜の生物粥掛 こ畠､んする実陵と考矧 ま長沢がこれをお

こない,･粉掬の調製と,庇塩酸射 手よる9,9'-bDTの･

定丑には高野があたった1.あわせしろして･H任をあきI
らかにしておく次茄である｡

･ⅠⅠ･実 験 材 料 .

(1)併読糞恥 .純粋なL,,b'-DDT(mp,10.70-lose)

.を身レイを捻体として所要O.洩箆に稀釈した｡即ち予

1.

め乳鉢で DDT∴クレイ､を夫々別に摩辞して183メツ

芸蒜 警 芸去･ti L:慧 憲 .禁 崇 認 諾

て調動じた./I l

(写)供託昆虫{卿 ヒ後 4-5B,を荘過した放生なる

高 J{ェM'LSCadomestl･caL･をもちいたが.ーこの飼l

育窮境腰細t,さきに長沢:犠燕(1949)によっての

べられたところとおなぢである｡

ⅡⅠ･.臭韓装置と方法 ▲

(1)竿物試坊法｡上印 ガラス刻の円板をもった内
径約 20tm高さ.43cm のガラ■ス靭円筒ゐなかに,イ

_i,.'ェを201些放ち, 下方円板の中央にあけられた直

径 5cm の円孔から,串剤 0.5gせ115kglcm2の岳

力でPB出処現し,.こゐ額剤噴出の時から,幾何級敵的

問隅をもって′供試昆虫がDDTの汚作用に基因して

腕坪をおこしi誰底に落下伸輔する個体を記録した｡

ここで出現すべきt;R剤は.ガラスの小球を10例 内外

いれた,El径 4cmゐァサガヲの花の形をした洞斗に

いれ,その上印叫 細目の金印をかぶせて■,lq173-の下方

ゐ糊 Lに迎托し,亨糾 ･の下方はゴム肝をもってトラン.

スフォ ーマー (客気肪押圧力調制誰)に泣結し, これ

につけられたコツグを関口ナることによL);産気を放

LuLうる枝先疋した'.実軌 王1坪萱剤につき10回Jくり

かえし,都命20u四についての致落下伸輔虫数寧をも

I

L:rLI

とめた｡~なおこの実軌ま,昭和24年12月12日より

･26日にいたる15日間に,氾虻約20oC内外にたも1=

'れたtTi温室中でおこなった｡

(2)脱塩較法｡供託発効中の9,3･'-DDT定足には抽

LuをrTわず,そのま､1直に脱塩酸を行った.もちいた

粥甥ならびに,測定方法は,さきに高野 .浜田 (1949)

によってのべられたところと全■くおなぢであ争｡

Ⅳ.臭 所 持 果一i:■
前記の生物'H吸法によ.りえられた,各軸 の処理時

､問 (T5'と致落下僻 坪 数甲(PK)と?田係を毅示す

ると,第 1義の如くで,また眺拭軸 の ♪,P'-DDT含

有率は,･-脱塩酸法によ争化学.Rt丘の出来と;.軸流調鶴

･冨琵聖二去芸警 話 芸.三宝言霊孟詣 吉漂 芸芸三

･た個附t,いずれの弟剤においても,突放終了後蘇生

することなく,数時間後には一様に死滅した｡また担

体として.Gちいたクレイのケでは数時間をく落下仰博

する何体が見られなかった｡ ′

′第1衷 p,p'-DDT粉剤のイー,;千にたいする処理
ゝ 時間 (i)min･と致落下仰噂虫敷革 (PK)

- %との四隣｡ iL

JV.考 轟 と緯 姐

･.(1),時間一致落下押棒点数率曲臥 .bliss(1937叩
ききに発養せる重量一致死率 (C-P)̀曲陳一次変換 の

牢離 血 ss1934,1935a;C;大沢一項 ぬ 1937).と全-(～

おなぢ原理を基礎にして,時間一致死率 (T.-P}曲税を
計算し,L逆に致死時間によってあらわされる抵抗性が :

時間の対数軸にたt､して,正規の分布をなすという仮

説を証明したが,光叩･大沢 ･長沢 (1948)はアリの粒■
物にたいする如抗性の分:仙u収 をこまかく図示するこ

とに.よって,この仮設をIRザけた｡木突放における結

黙I.=も,一･_またFの対数の法則が当然成立するもq)と考

えちれる払 ま?.茄1訪圭の時r7utl･Tをその対数 ,tに落一

下仰房虫改革 PKを正射 消 変差.♪h･1こ変換して, ,
その回滞方程式 ′

･.轟音 (i- ･l-e) . ～

をもとめ る 三 ととする.一ここでjO-は中央値ア丑落下･

･伸輔虫 敷革 分布曲視のそTドの値の対批 COは変換 ･･

8.才亘 抵 抗性 の正規今布鵬 抑腰部 位 である｡亘れ`

′ 47
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′
ぞ九の回癌蛇について計其したLdc,亨,,､Tn-logiJle

(中央敦落下伸輔時間).i.与の回帰跡 こたいする実測位

の砲率 L+(n-自由度)を計算した結果がすなわち第V
2妥托 ある｡1例 と､してタ,P'-DbT2%粉剤ゐ(トか).

図倍娘を節1国にしめした｡x2試政におけるL}の値

がしめす按にその値はほとんど盛 にちかいほどに大

きく.一次変換の仮設は,充分成立する▲ものといいえら

れ,突放材料方法ともにまた.筋足すべきものであっ･∫

串と思考亘られる.｡･Fの表よ.り･ナの値は,鎮定すな′

わちC:p増大とともに,,噸次淡少してい▲ることを 明

帆 こしL)うるが,この関係につ｣､ては,後節において

利 け るJr I

折等糞.､時間一致落下伸輔虫数率等 (トL,A)鎖圧J.

固燭娘の '6,0.,㌔,T｡(min･)ぉよぴ Xヲ試 l
-1 陵の′Prの数値 (h-一自由旺)0

､ ノ第 1 ･凪 .

Tim-eI(T).nLA.

昔

邑

q
A

O
P

m

-4∴-.-6'&.~∴一宏'16.'241/l

Lゝ3All-d lLJキ l ､t'J.PhgvDdT.普 : -, I,.I＼ ..'ヽ/. ll.･Jノ .ヽ

■●｢■ ■′′/ .''4 -1PL-義 (ト0.987)
I

,,Timein･IqA-)'thm.(I)

タ,p･-DDi12%卵 の時細一致落下何輪虫数

'､率等地坪 (tやk)0回惜汎 回申の取扱は回
～-府税の誤差限界である.-

･./

賢一.

99a･

90Si- : ･

許 .

1㌢:
･?ヽ-

またICCは大体 Cには無関係にほぼ一様の頃をしめ /.

-Lていろ.もの,のごとく,･この如実はすでに大沢.･.長沢′

㌔(】918)によっても,.若干の解説が なされている'｡

Blis,S(1935b)の万準にし大がって統計学的に各粉剤臥 .

の qにかんする x2.試陵をおこな◆った結果を,第3表

にしめしたが,これによれば L>が,いずれの場合も

きわめて大き.く,上越の推定をあきちかにうらずけて. I

いろ｡平均掛まrO･16597であZiO -I

48 ,

1′

第3衷 希粉剤間の りこ関する X!試扱 Pr ､～
の数値 (n=ゴ1)○

(2)淑 一致落下仰持血戦率曲乱 '前頴において丑 .

死作用独立の仮設が充分成立する=-とをしったが,こ

E芸芸霊芝慧 =霊 .第認 諾 慧 芸冨 1..

(C-pK)T曲視が理論的に求めえられることは,.容易

'iこうなずける筈である｡そこで妨2表の紐皮Cの対

数 Cを横軸にと(),致落下仰鴇虫敷革■PR･.にたいナ '

る正親相当嘩 Pkをlm軸にとって (clbk)I-回愉悦を

描いてみると,･第2匿Ⅰにしめ通 な平行直税群がえら :

九JるO 計芽によってもとめたこれら.の竣庶一致落下仰

轄虫歎率等時間同情視

Ph--÷ ic一言,)I
の捜準偏差 qL,中央値亨E.および.x2拭故の.Prの似/

せかかげると第4式のごとく7:,ある｡x2粥蛤のP,の

-位は(C-2k)L回煽弧におけ右､と固執 きわめて大きくT､J
理論相手もとめたくC-3'A)E回府税よE)ししこもまた泣壁一

致落下伸輔虫数琴 (C-P̂,)曲娘∵次変塊の俊哉?成

第4表 ●■吸取 致落下仰緒虫敷革等時間同情税 のノ
6,;冒,,CL(ro)および x2試験のp̀rの

位 (n-自由度)〇 ､,､

/ー括弧内の数仙 ま実在しないもの'

l I
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第 2 ･田,

Ccnccctr&tjon (CJ
･ ■.. : . ;

也叫 2a: tw.E>DT.powder .冒誘AL..055ケ莞蛋+ -ツ ーー′ .

j-チ ….n l .■.防.i誘
j4-g.2貞●. 一こけ.6ふ // .P1_｢

第 3 甑 ､

T
ZJq
Nで
(T
)I..

Concentrationl'rLtOgarithTn&(引

､タ,L･'-DDT 粉剤の珠皮一致落下仰持虫数率尋 L I

＼ 時間 (C-pk)I同府緑｡

立を是認しうるJCLの位もまた (l-1'k)C固信組 こお

ける6.の場合と同様;ほぼ一定の低 く平均 0･17741)

をしめしそいる｡ .

I(3)野間一浪好曲緑 , 詩作用における致死乃至生存
I ･1

時間と投正との関係たっいては.一今日までお▲ゝくの生

理学考によってきおめて拭範囲な研究が遊行せられて,

すでにいくつかの法則が提唱せられているが,fClark

1937)I,現在最も軌 ･抵合性を‡汀 る会式として,Ost:

wald(1907)が GammarzLSi)ulexdeGeer.にたいす

-る海水の致死作用の研究においてえた,

cTIL=k

(〟,A:常数で,.さきにしろした x2試除における自

由旺 n,およ群落下血鴨を患味する kとはことなる)

の閑降が-掛 こもちいられそt､も｡雄者が前矧 こおい､

･ゼその成立を証明した (T-良)Cおよびl(C-pK)T同

曲娘の一次変換の結果にこの法則を適用して見た結果

は,虜 5表たしめぐごとく,や,これ考図示したのが第

3.図七ぁる｡なお本論たあっては,誤差の長も少い無欠

丑落下伸輔虫数琴曲娘pみをえらんでもちいてある｡

節r)表第3図にケられる技に,ふたつの方法をもっ

て計罪した時間丁珠党中央致落下伸輔虫敷革 (i-C)p

同村晩ま略:t一致しているものといいえられ, なお

I,iた分散分析法によbてそり直税畦を検定した数値は

'第5衆 時間磯 党中央致落下仰蛸虫汲牢固同税 ･
. の 〃および k｡

G 血 .;I)kLritb 【c)

タ,p･-1jDT 粉剤の時陣 改変中央致落下伸輔 ･
虫敷革回府税｡ 白丸破矧 ま時間-致死率等損 ′
旋回招蛇 より想 九罪眼は故政一致死率等時間
同債税よりみちぴいたも■のをしめす｡

ともに, 1･7･よりもはるかに小さく,･(Bliss1940)
'～

Citfphの法矧王完封 こ成立するものというこきがで,I

I(4)･･a床,時間および致荘If:榊 虫鞍率との関係二

時間一致落下伸輔虫敷革等恐蛇回田悦における抵抗性

の欝 準位苔 qeは,そlCD汲兜 Cには関係なく,､略ヤ

ー掠め位をし裕ていることは.伽1問的こものべたが,
_ It

I筋等節に於てほ CI-hの関係がきわめて掛 ､適合皮

をG'って汲脚 Sよび時間とのIinに成立することをLJ3

･~た｡ 換言仙 ば,こ?法則の成立から加 古が?汁
に略々相等しい伯をもっているということができるは

ずで,節1節の事実と一致している.:そこでこの事を

前提にして,つぎに汲皮,時間および丑落下仰持虫数

･率の≡変因の関係を数式にもとめる土ととする｡Bliss

(19io)は費急増 死軸 財 角係数 b(ゴ÷ )が恐

ー掛 こは関係なく丁定の値をしめし,{いる,ナなわや b′

が C にた＼･してひとつの函数開床をもたないとき,

串丑,時間,致死率のT;ulには,I

yごく{7-bda2)十b,p･十beb2ガ

の方群式が成立することをしろしている｡ ここで y

●ほ probit叩付をもってしめされた致死率,x.および耳

はそれぞれ切放および時間の対数をしめし, bnは各

奨丑致死率回府税の bを綜合した1vJ係数i:-,.02,b2は

ともに常数である｡箪者が今同数嘩珠皮のt･,〆-DDT

粉剤につしこてえたとこ7iの時掛 致落下僻 専虫教卒埼

ノ度曲椀の園係からも,-これと全く同様の数式をみちぴ

㌔t.ぎだすことができるはずである'占一億 の操作を-て算
出LT=方程式は,つぎのごと葎 ある｡ ′

･ y---1.43777+6.080652(+1.32351x＼

この式における yは prやbit畢年をも_つて しめされ
ヽ一
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た致落下仰縛虫教卒で,_y弓石 とおくと;KD-5つの

時の時間一迫韓国配 すなわち時間一迫党中央致落下仰

持虫数牢固惜晩p方程式がもとめ扇 Lも｡それは.∫.

co■218t=11.431 I ＼･̀-

で筋 等執 こおいてL(T-P)Cおよび .(C-P)-T の軍曲晩

事り~もとめた式とよ~ト 致していると.いえる｡

.(5)YI･ エ革製品にたいする試験結果｡,以上統計

･r生理学上の見地から 3'･3''-DDT 粉剤の イェ!チエ成
虫にたいする詔作用を分析し,●鎮定,時間および致落

下仰縛虫敷革三者いずれの関係においでも,きわめて
＼

'前足 fべき適合度をもって,⊥定の法則にしたが?てI
いることをしった｡換言すれiよこうした統計学上の'数

I､､･.1mから,逆l:'如 筆者等のおこなった生物試陵が.材

I ,料方法ともにすべて満足すべ&.ものでありIP,2'二DDT

T<き充分の摂値をもっていろものというちとができよ

与｡ ･J

､そ′こでくれまでし.)えた事実を基執 こしてつぎにエ

r菜製品についておこなった生物試殴挽定の結果と,脱-

･鳩 酸法によってえた t･,L･'TDDT の化学的定立の結果

･とを比較桧討してみることとする｡ t

r 実除にもちいた垣末試料4種のうち,】2校は本邦に

●おいて (日本習達株式会社および促土谷化学工業株式

金IB)知放され:,2種は米閥において(E･T･duPoht

dcNem'ours_&Co,および SIB･Pcnic忘-co.)封臥

された.ものであるが,使用にあたら七はク＼レイ.を担体

にこれらの 10%粉剤を調製した｡調製方法はさきの

♪,?I-Dl?T粉剤のそれ とおなじである｡なお別に,比

較の対照として 9㌔'-PDTIlo,00,粉剤を同じ方法で何

時に調袈L,あわせ実験した-占いま,かりに供軍四粉

剤仁は,A,B,C,D ゐ符号をあたえ凝 準の9,9･TD亘r

.10年粉剤にたLl･して指 S-の符号をあ亘亘て区 別して
おくこととする｡

一供試長虫,I･実殴装置および方法など,すずてまえと
,Jt<-

おなぢであるノ;実放結果を表示すると妨6式の如(,で

お震 :′ .､ - ､̀､

.第6表 DDT 粉剤のイエ.'Llこたいす去癖 扉 ~

I :.問 (T)min･;と致落下仰持虫数牢 (PRl)
蕗との国師

･約6表の結果にたし†し,_Blissの probit準による

時間一致落下仰持虫敷革_(T-PK)･曲嘩一次変換の拙作

をほt'=,して､,盲の回帰方程式 Y--a-a(x一房)と,

これに附樋する 2,･3の数値を和算して掲げることと

の ●pr:の値はしげ れも大き(,''二･次変換の仮設は.1ほ

.1弟7責 Blissの probit母位による時間一致落下仰軸虫敷革 (TIPA･)曲税一次変換の操作をほどこ

･tlてもとめた各粉剤の回惜方程式とそれに附髄する 2,3の数値

第 8表 各粉剤奄結対有効度にかんする諸現の数伯 ′

S IA I8l､C ID

払抗だEのモ宗野仙控 d ′､ l

致落下仰特能率 1/6 :I
､0次く中央)致落下仰持時間指数To-M ノ

3次(有効)致落下仰鴨時間指数T2〒M+36

0次(甲央)致落下伸輔時間(KTr50)t0-10g~lTo

- 3次(有効)致落下仰特時間(KT-9987)!3-1r l〆

0次(中央)絶対有効度10-1/tox1000

3次(有効)絶対有効度 Is戸1/t3×1000-

ヽ

･.I

＼
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とんと光軸こ近いまでに和実と良く-鼓し,突放材料･･

七もに防足すべきものであったと瓜-Bされる｡

そこせこの阿相方松式をもとに,大沢 ･F<沢(1947)

の方法により,.これら希粉剤の絶対有効姥にかんする

脚 の故旧を計許してかかげろと,爪8米にしめずよ 一

うな枯知 子えられる｡

妨8毅に見られる抵抗性の標準偏差q:を見ると,揺

芸 mm慧 慧 認 諾 ;,D芸 還 ≡芸芸芸 I.

もつものがある牒7:-I,'帝実両者の問の Oに関する A空

釈放をおこなった結果は,節 9衣のごとくで 'S-B の

許9袋 qlこかんする･Jザ正しい生物-7e的力淡にした

x糊取の P'歎 .がつで.糾蛤をおこない.･布

肌(n-1)｡, .､効姥を井LjBする必賓がある｡･

しかしながら,以上は,ィ.nバ

千を供拭皿山として･さきに
粉剤L Pr

'､0.09116､ 七るした方法をもって突放し/
0.00959 .た結果から,推論考窮したも

0.13219 のであらで.他種昆虫乃至他

日0.09096 の試汲方法によってえた結果

にたいしては,かならずLも

同様な考矧 まなしえない場合があると'恩.5O な串まl

L第 10表 標準粉剤 (タ,b'-DDT9199%)にたいする各供試粉剤の相対有効度にかんする諸顎の数値と,
-股塩酸法による p,メ-DDTの定缶融 ｡

問は抽出誤差の範四を股し,他のものもきわめてひく

い確率をもって適合している.･それ故相対有効度をも

とめるにあたつ七は,やはt)Qを考軌 こ入れる必要が

あると判断される｡Jを考凪 こいれて計許した結嘆と,

耽垢酸の方法l土よるp,pLDDTの定立結果とをあわせ

しめしたのが,第10夫である.甥 10衣や鈷巣より判

断iitば,本文においてのべた生物試除法による有効

皮の定立結果と,苗痩 ･浜田 (1949)の脱塩酸の方法
＼

による ♪,〆-DDT の化学定立の結果とは0次3次と

もに一致しないものの按七ある｡,これら両者いずれの/
方法も 3,,L･'-DDT癖剤について試随をおこなった場

合は,それぞれ理約位と,突放位が一致し,また両者

の定盈結果も,抽出誤差の範囲内で合致して'いるとこ

ろを考えるならばトとれら両者の定立が,と.もに正し

い状態において施行されたことを前提とすると~き,こ̀

の間の相違は-懸つぎのように説明しなくてほならな

いであろう./T･なあち工業用 DbT番組 の尾虫にたい

するiii作用はI'その有効成分とみなされていも･p,L ･' '

＼DDT それのみが有する拓性にもび くものでなく,

他事即も性休である.ら,メ-DDT'T3-5.は残余の放血な謂

物質がともにはたらく迎合作用の結果であって,その

筋劾風 土,弧Wl申にで印 される♪,L･'-DDT･の正をも

って代栽せしめることは別封圭である｡よってここに強

調さ孝Lなければならぬことは,･投出潤 の有効圧の校定

は･lことにそれが,TTLi終刊.rU'である場合は.化学的万

斡こよる有期成分の巧坤こと!'まるこちなく,かなち

忠,異質の勤 にたいして本法をそのまま適用するこ

とは.致落下仰相の遅速をfl的とした殺申剤の場合は

さておき,-戯評細なる比校突放を恕ごなった上でな

ければ,指穴において迎益をまねくおそれがある｡そ

の理由は,すでに長沢 (1949)によって溌明されてい

る｡とはいえ,本文においてしろしたところの生物試

除法は DDT粉剤ゐ有効度を検定するにあた?て,充

分使用し弓も方法であると,さきに統計生理学的に分I
析証明した事実より,ここに明記しでも許されるであ

ろう.｡. ､

･ VI･病 牢 ,L

イェバネ成虫をもちいて.,t･,〆-DDT粉剤の有効度

を生物学的に定蚤する一方法を究明,統計生理学ゐ見

地も､らそゐ結果を分析検討し,これが生物試陵法とし

て前足すべきも'のせあることをしったうえ,この方法

をもちいて,工業用 DDT 粉剤の祁効庇を罪定し,

脱塩轍法による＼t･,p'-DDTの泣皿結果とを比較した｡

(1)上下にガラス髄円焔を1J-する内径 20cm 拓 さ

43cm のガラ如胴 m･のなかにJ イェ,.･ェ20四をい

れ'下方円蛇の中央にあけちれた広尾､5_cmの円孔か

ら,05gの環剤を 1･5kg/cm!の圧力で噴出処理じ,:

噴出のときから幾何攻数的日印副手供託昆虫がDDTの

毒性に基因して肺痔をおこし 器底に落下仰持する個

隼を記鎖した｡･11琴卸 こうぎ10回の垂 を く柑 え
し ′都合200四よりえられた致落下仰祷虫教卒 (約 1

衣)を､もって有朝琴算定の指標とした｡､

L i F)ち

ノ
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一く2)時間一致落下仰輯虫敷革等濃臥 ならびに理論的 .

にもとめた恐皮一致蕗下仰樽虫数車等時間の園係は;

内済ともきわめてたかい適合度をもって,Bli孟S(1934,.

′･1935叫q1937)､の等立て拭坑性⊥次変換の仮説にあて.

･はまる (妨2,拷 )o L

､(3)時粁 改段致落下仰持虫数率の関係は'iostwald

(1!氾7)の Cnil-k の式に一致し,.(T-PK)e曲松よ .

I,もとめた時由一敵 中適 塙 守備 虫数甲 悟即 ;
cP●2COL--11･25, (C-･PA,)r曲税よt)もとめたそれは,･

co'2081-ll.11で略 相々等しい結果がえられた｡

(3)時臥 鎮圧,･致落下仰油虫改革三者の問iこは,I

yご-1･43777+6･OSO65g+1･32351xの′関係式が二成立

し (Blissユ940)一 これからもとめ冬時間一也皮中宋致

･ 落下仰持虫数率回信組 も'col'8Lgll･431で前の=式

と略々相等しい;.

(4)エ栗田 DDT 10%粉剤4瞳を上の方法によっ,

･1て試放し,･;その結果-(節6表)に大沢 ･長沢 (1917)P

の方法を泣用して,そ?絶対有効由をもとめく那 #),

＼ それよりタ,〆-DDT 10%粉剤にたいする相対有効度＼
を計算し く紡10衣),これと市野 ･浜凹 (1949)の脱 J

･塩酸の方法によ'るp,p'-PDT の定立結果とを比較し :

･たれ 正確なる一致はみられなかった｡

L.(5)工業用 pDT粉剤の昆虫にたいする寿作用L羊,■

'その有効成分である′t,P'-DDT_のみに 韮凶するもの

A,でな'く残余の諸物質との速急作用の結果であると判断

.･され,エ栗田 DDT粉剤の布効度は,､化学的方法に

_･よる有効成分の宅急のみによって決定されるものでな ､

Lく,正しい生物学的方法にしたがって試級をおこない,

:それによってえられた結果をも,あわせ表示する必要 .

がある｡~.･
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(1)･Toevaluate'the'占ffecfiveやeSSOfp,p･-DDT.
′●一

powder,thewriter.madeabiological･assayusing

th早まdultofthecotnmonhouseny(Muscadomestica

L･),analysedthedatafrom､thestatistico-physi･

ologiCalptoiL.tpotview,,andeomparedrthe,esults

withthecontentofタ,9'-DDT inth'eTpowdcr

determined chemically by dehydrochlor.ination1
methodofTakanoandHamada(1949).. ＼

(l')･･Thedustingchamber;onsis,tslof.aglass

cylinde,r,20cm inLi.Tnerdiameterand43cr良心igh.

anntwoglaes･pl叫es.coveringitsuppera'ndlower

openingsrFrom a'roundhole∫5cm indiameterI

Pfthelowerノplatelofthechamber,0.5gノOfthe

p()wderwasdustedupintothechambercontaining.I
∑o且icsunderthepressureofapproximately15

kg/cm2.-Thenum bersofdisableindividualswere

countedatth-eintervalsiilageometricaltimescale.

andthetknockdownpercentage?weTCC,alculated

(Table1)･′Th'e'exi)erimentwasrep.eatedtentimes■′
foreachsample.uslng tW〇一hundrcd individuals

inall..

(3)..Boththetime-kn09kdowElisodo主es.andthe

cor!centration-knockdo'wn､isochronswhich iscom･I

pu t占d the?reticallyproveveryivelLtheassump･

tion of thelineartrahsforhiationofd_osage･rcspo甲el
cu r.Yes 'd evelopedbyBliss(Tables2 an d 4). ～

(4). 廿 herelationbetw'eehtimean d concentra･.～

tion is in＼goodfitwiththeequation of O stw ald

(1907);c nt-A.The･1tvTOhedianknock d o ふ n tiふ e-/ 1
con centrationregressioふlines,onecom pu ted from ′

I

th e (T -P K)a,Cdrves品Ldthe占th;er fr om (C IP A,)T
curves, coincidewitheachother ,ap proxim ately;-_,

Theequations'ofthesetworegression lincs. arc

(15)･Therelationam車glogtim te(I),log c?n ･

centration(x)andkn'ockdoynlpFrCen tagein term s

ofprobit(y)isrepresentedb y tile.equatio n.
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.y--1.43777十6.0803L'"+1･32351ギ･ The median

Iknockdowntinie-concentrationline.computedfrom

thisequationisCP･mL-1l･41theparamctcrsbeing

nearlyequaltothoseglVenabove･

(6).Severalsortsof10,oi.DDT pdivdとrwere

evaluated.Fr叩 the車 er王mentaldよta(Table6),
thcequationwascaT.Culatedforeach regression

line(Table.7). Vith theもar'a血etersinvolv占d

intheequation,theabsoluteeffectiveness-was

`computedfollowingthejormulationproposedbỳ

ohsawaandNagasawa(Table8).Then',一thevalues･

ofrelativccffcctivenessoftheseIsarnplestothe

standard10%p,L･'-DDTpowderwereestimated･･

Comparizl'gth;resuttswiththatofthequantitative

analysisonp,L''-DDTbythedehydrochlorination､

niethodelaboratedbyTakanoandHamada(Table

r110),thewriterhasfoundlthatthereisaconsiqerable
discrepancebetweehthetwo･

(7):Basedontheaboveやei,tionedfacts,the

writerhasbeenledtothefollowingconcltisions:

ITheinseCticidal properties,ofDDTpowderare

∴atributcdnotonlytothenettoxi-cityof♪,?I-DD十,
butal'sdtothejointaction,betweenp,E･'-DDT

andothersubstances.Thcrcfore,theeffectiveness∫

10fDDTpowdercannotbedetermined･onlyby,

～

歩 15 改･
し＼l

theとontentofp,〆iDDT.determinedcheふically･,I

.Thebiologicalassayisfarmoreimportantbeかuse

theDDT powdershouldbe.appraiLsedbyitspra･ l

cticalとhcacy..

Explanationof丘gures.

toxicityof:Lo.'L･,9'⊥DDTpowder.totheムdultofl

､thecommonhous'cLlyinteやsOfnormalequivalent■

I dcJiatioJ(ph)and log-time(i)from dat';inl

Table2･

Fig.2.ConcentrationJknockdowncurv占Smea一

suringthe,toxicityof♪d-DDTpowdertothc'･

adultofthecommonhouseayintermsofnormal

e'quivalent'deviation(♪h)and logぺOnCentration･

･(C)forthQgiventimes(T-1'2,8,6and4minutes

respect'ivcly)from datainTable4･.

Fi壷.3.Therelationsbetweentimeandcon･

centrationatthe50percentknockdo.YrL;White

circlesandbrokenlineshow-thdre,Suitcomputed

ふom theregression･line(トL･k)C,andblack,.circles

andsolidlineshow th占resultcomputedfroml･

regrlessionline(cIPk),theequationsofthestraight

linesin0,iginalunitsa,eC Pl2091=ll.25aidCO208E-

コ11.llrespectively.
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9.'昆虫の焦蒸剤に封 ㌻る牧抗性に及ぼT桑糞状態の影響に?いて *

L対席哲夫 (京都大学声学部昆虫学研究室)25･2･20受付｡ ･

1.緒 ･首 ､

従私 ,.実験宝に於ける燥誘剤の研究は兆の矧 こ於で

三三三::.芸芸tn=芸設 還 霊芸.O,i-,L,誌 讐 冨富まrt

みで基礎竹折ねこ於てほ甚だ少いのである｡研Lt憾 二

誘剤を創対しようとして研究するのほとりもなおさず

胡竹の柁曙を出牢得る限り低下させる一万･文枝虫臥

･mをも充分に向上せしめ串いからである｡斯る陳件を

尚早せしめる釈剤を垂明し創案するには韻卿 勺知識を

JR嬰とするものであって,決して偶然性を期待しては り

ならないO ,

狂風加ヒの見地より-股に使用されて来た燥蒸剤の

杓二相 ヒ淡窮 (Car'bondisJIRde,CS2)及 び オ,Yソ

ジ- ｢ルヤ ゼ)(Ortho-dichlorbenzene･C6H4ClZ)
｡酬い , コ.ク･/ウ Cdla"drao,y～～aeL･'及加 古の近株

軽のココークヅ ウ Cal占''drasasah･'irl'8kahashiの食餌

を変る許によt)共の栄養状協を変化せしめて比等の内

燃誘剤に対する抵抗性をしらべた｡･同一柾効の昆虫の

抵抗比のお尻を吐ずる打田を約ずるのは;荊る和頓の

比山の拭杭牡の凸タi･を弊 fる用例を言論ずるよl)'も容易

でありその解析が容易であると考えたからである｡

従凪 比虫の架丑と照茶利に対する抵抗性とを論じ

たものL土Quayle(1920),Richardson,andCasahgleS

(I(甲等)等の研究がある｡Quayle(1920)は柑橘の果

実に附いている或る種のカイガヲムツは英や枝に附い

ているものよ-I)殺す事が困難であると述べている｡

Ric'halrdso?andCAsanges(1b42')は3つの異?た寄主

植物で飼育した誓 アカ77'ラ.Lシ MyE･LS3'gsZ'cae
sulzerはニコチソの怯議に対して抵抗性が著し'(央
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